学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「３５　ネットショッピングの活用　」

１．指導対象

　　中学生、高校生
２．教科・科目

　　技術・家庭科、情報科、家庭科
３．指導意図

インターネットが普及し、自宅に居ながら、自分の欲しいものがネットワークを通して簡単に購入できる時代になった。ここではネットショッピングの利用方法の紹介と、特定商取引法で決められた表示があるか、セキュリティ対策は万全か等、安全にネットショッピングするための注意点を確認することをねらいとしている。賢い消費者という視点から、家庭科の授業の中で扱うとより効果的である。

４．指導目標

　①ネットショッピングの活用方法を知る。

　②ネットショッピングを行う場合の注意点について知る。

５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入

○ネットショッピングの利用について意見交換をする。

（2） 展開

○レッスンキットをみて、シュン君がネットショッピングをするときに確認した点をまとめる。
（3） まとめ
○ネットショッピングするときに注意する点について考える。

○通信販売にはクーリングオフが適用されないため、返品や交換に関する内容が書かれているかが重要であることを知る。
	○ネットショッピングの利用の有無についてたずね、動機付けを図る。

○第３画面に戻って、以下の点を確認する。
・お店の情報が書かれている

・返品に関することが書かれている

・個人情報が暗号化されている（暗号化されているマークが表示されている）
○レッスンキットを参考に、以下の点を確認する。
・ネットショッピングサイトは法律で定められた内容が表示され、安心できるサイトか

・返品や交換に関する内容が書かれているか
・個人情報がもれないための安全対策がとられているか（暗号化マークの表示）

・注文内容の記録を残す


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法、問題解決法

　学校の教育活動内で商品購入することはないので、トラブルが発生するとしたら家庭内である。したがって基本的には保護者が対処していくことになる。

　トラブルに巻き込まれたら、ネットショッピングサイトの規約を再度確認し、その指示に従う。それでも解決しないとき、あるいは個人間でのトラブルのときは、それまでのやりとりの資料を取り纏め、地域の消費者センターに相談する。
７．指導資料
●東京都消費生活総合センター
　http://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.jp/center/kyoiku/web/chu01/1-1.html
●消費生活安心ガイド
　http://www.no-trouble.jp/arc/use/download/internettext/safe.html#
●トラブルは未然に防ごう（日本商工会議所オンラインマーク総合センター）
　http://mark.cin.or.jp/00-4.html
●電子商取引における電子メールに関するセキュリティ上の課題
http://www.ipa.go.jp/security/fy10/contents/over-all/email.html
●通信販売業における電子商取引のガイドライン（社団法人　日本通信販売協会）

http://www.jadma.org/guideline/02.html
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